
 
 
 
 
 
 
 

 
特集 認知症に関わる書籍 

5 月 21 日（日）に、土浦市が「つちうら認

知症バリアフリー宣言」のセレモニーを開催し

ました。土浦市は、認知症の発症を遅らせ、認

知症になっても希望を持って日常生活を過ご

せるよう、「住み慣れた地域で暮らし続けてい

ける、認知症バリアフリーの取り組みが推進さ

れているまち、つちうら」を目指すべき姿とし

て揚げ、市民・社会・行政が一体となって取り

組むことを示しました。 

今回は、認知症に関連する図書館蔵書を 2 冊

紹介します。紹介した書籍以外にも、認知症の

書籍は図書館内に多数あります。 

近年は、医療・介護・福祉従事者にとって、

認知症の方々と接することは日々の仕事では

避けて通れないものです。認知症に関する書籍

を、これからの実習やボランティア、将来の社

会人になった際に是非役立てて下さい。 

 

・マンガでわかる！認知症の人が見ている世界

（遠藤 英俊 監修 川畑 智 著 文響社 

2021 年） 

著者の川畑先生は、

認知症の方々と長年接

してきた理学療法士で

す。認知症の方々の行

動として、何度も同じ

ことを聞く、徘徊する、

暴言・暴力など、多彩な

症状がありますが、川

畑先生は、これらの症

状に対して、ご本人の

中でどのようなことが起こっているのか、ご本

人はその症状についてどのように努力してい

るのか、などを、マンガと共に解説しています。

「認知症の人の心が見えればケアをする人も

優しくなれる。」是非参考になる書籍です。 

 

・ボクはやっと認知症のことがわかった（長谷

川  和 夫 、 猪 熊  律 子  著  KADOKAWA 

2019 年） 

 長谷川和夫先生は、皆

さんも講義の中で一度

は学んだことのある、認

知症の有無を調べる簡

易検査法「改訂版 長谷

川式簡易知能評価スケ

ール（HDS-R）」を開発

された方です。長谷川先

生は、2017年に認知症

と診断され、それを自ら

公表されました。残念ながら 2021 年に逝去

されましたが、長谷川先生が開発された HDS-

Rは、今でも全国各地で認知症の検査として利

用されています。 

 本書では、認知症と診断される前に長谷川先

生が感じた認知症の「予兆」のことや、ご自分

が認知症になってわかったこと、ディサービス

（施設に通い、必要なリハビリの提供や、入浴・

食事の提供を受けるなどのサービス）やショー

トスティ（介護者の都合により、短期的に施設

に入居して介護・支援を受けられるサービス）

を実際に経験したこと、若い頃の HDS-Rを開

発した時の経緯など、大変多彩な内容になって

います。 
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6月 3、4、10、11、17、18、24、25

日です。 

 


